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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第３区分
【発行日】平成21年8月27日(2009.8.27)

【公表番号】特表2003-504219(P2003-504219A)
【公表日】平成15年2月4日(2003.2.4)
【出願番号】特願2001-509570(P2001-509570)
【国際特許分類】
   Ｂ２３Ｐ  15/32     (2006.01)
   Ｃ２３Ｃ  14/50     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２３Ｐ  15/32    　　　　
   Ｃ２３Ｃ  14/50    　　　Ｄ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成21年7月7日(2009.7.7)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】請求項３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
　　【請求項３】
　外形が多角形に形成され、少なくとも１個の前記外壁（４）が前記外形の１面を形成す
る請求項１または２記載のホルダ（２）。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】請求項８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
　　【請求項８】
　一連のドリル（Ｄ）の先端をコーティングする方法であって、
　前記ドリル（Ｄ）を平面多角形の中空ホルダ（２）へ挿通してコーティングする前記先
端を前記多角形を構成する少なくとも１個の外壁（４）から外へ突出させ、
　少なくとも処理工程の一部において、前記先端が突出したホルダ（２）を蒸着室（Ｖ）
内で回転させて各ドリルの先端をホルダ（２）から前記蒸着室（Ｖ）の縁方向へ突出させ
てコーティングし、
　コーティング終了後に、ガスをホルダ（２）の中空内部を通り蒸着室（Ｖ）内へ流入さ
せて循環させることによりドリルをコーティングする方法。
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